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皮膚を撮影したダーモカメラ画像を用いて、

見えづらい皮膚のシワ・キメを可視化・解析

します。

どんな研究？ 何がわかる？

ダーモカメラ

皮膚の美容・健康状態やアンチエイジング

効果の評価に役立ちます。

キメが整った肌 キメが乱れた肌

肌のキメが失われる要因：
・紫外線による皮膚の光老化
・肌の乾燥
・血行の悪化
・新陳代謝の鈍化

問題点：皮膚のシワ・キメ情報は健康状態の評価に有用だが、
測定する実用的な技術が確立されていない

↓

皮膚のダーモカメラ画像を処理することで評価健康的な皮膚 不健康な皮膚

キメが
整っている

キメが
乱れている

人間の皮膚：
外的要因から体内を守り，
恒常性を保つための重要な器官

＜ダーモカメラ＞
・偏光画像
光の反射を抑え、皮膚内部の色や構造を撮影

・非偏光画像
皮膚の表面の病変部を撮影 ダーモカメラ

3. シワ・キメの特徴解析1. シワ・キメの可視化画像処理

2. シワ・キメの可視化画像

差分を取ることで、
背景色を削除し、

シワ・キメ情報を強調

偏光画像Bチャンネル

非偏光画像Bチャンネル

ガウシアン
フィルタにより
背景色を抽出

−

÷

各ピクセルの輝
度値の比を算出

G

二値化やクロー
ジングを行い、
シワ・キメ情報

を可視化

V

輝度比画像 平滑化された輝度比画像

シワ・キメ強調画像 シワ・キメ可視化画像

偏光画像 偏光画像

偏光画像偏光画像

非偏光画像 非偏光画像

非偏光画像非偏光画像

シワ・キメ可視化画像 シワ・キメ可視化画像

シワ・キメ可視化画像シワ・キメ可視化画像

角
度

周期
２次元ガボール関数＜Gabor filter＞

画像処理のテクスチャー解析等に用いられる
線型フィルタ
画像の各点周りの局所領域において、方向毎に特
定の周波数成分を抽出。顔、 虹彩、指紋認証など
生体認識に利用。ガボールフィルタは人間の脳で
の初期視覚処理のモデルと言われている。

角度：56 度
平均輝度：87.4

角度：157 度
平均輝度：17.8

輝度差 : 
シワ・キメの
歪み具合に相当

周期：86ピクセル/サイクル
平均輝度： 87.4

最大輝度時の周期 : 
シワ・キメの間隔や
堀の深さに相当

フィルター適用前
の可視化画像

フィルター適用時の応答マトリクス
(ヒートマップ表示：黄色：強、青：弱)

シワ・キメの
特徴量を抽出
＜歪み具合＞
＜間隔＞

↓
皮膚の状態評価

皮下組織
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